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ご あ い さ つ

広島市議会議員 永田雅紀

　時下、後援会会員の皆様におかれましては、ご清祥のこととお喜び申し上げ
ます。また、いつも後援会の活動にご理解とご協力を賜り誠にありがたく厚く
御礼申し上げます。
　さて、新型コロナウイルス感染症の治療薬やワクチンの早期開発が待たれる
中、感染拡大の不安をかかえたまま秋冬を迎えようとしていますが、withコロ
ナの新しい生活様式に留意し、社会経済活動との両立をさせながらこの難局を
乗り越えることが求められています。広島市においても新型コロナ対策と同時
に令和2年度当初予算をつけられている事業を着実に進めて行かなければなり
ません。その上では、新型コロナウイルス対策や社会経済活動の活性化に資す
るための法律の改正等を含め、国と地方自治体が連携して迅速に対処方針を出
していくべきと考えています。また、今年も全国で豪雨災害が多発しましたが、
災害に強いまちづくりをどう進めるか等に対しても情報を収集し続け、市民の
皆様が安心して暮らせる安全なまちとして発展するための施策を着実に行える
よう議会の立場で提言しているところです。
　本号は被爆遺構基本計画と広島駅南口広場及び広島城基本計画について掲
載させて頂いております。限られた紙面ではございますが、ご意見等がござい
ましたらご連絡下さいます様お願い致します。市民の皆様が生活の質向上を実
感できるまちになるよう市政発展に渾身の努力を傾注して参る覚悟でございま
すので、引き続きご指導ご鞭撻ご支援を賜ります様、何卒宜しくお願い申し上
げます。
　最後になりましたが、コロナ禍、各方面で日々ご尽力下さっている方々に深く
感謝申し上げ、皆様の御健勝と御多幸を心よりお祈り申し上げまして挨拶と
させていただきます。

旧中島地区被爆遺構展示整備基本計画の概要
平和記念公園の区域は、被爆当時多くの人が生活していた旧中島地区の町の上に被爆後盛土をして整備されたものである。平成
３１年度（令和元年度）に行った確認調査の結果、この場所にもともと人々の暮らす町があり、人々の日常の営みがあったことを
想起させる被爆遺構が検出されたことから、平和記念公園を訪れる方々に被爆の実相を伝えるため、建屋を整備し、被爆遺構の
保存状況等をモニタリングしつつ展示できるようにする。

施設等の配置計画 鳥瞰イメージ図外観イメージ図
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事業スケジュール
年度 令和2年度（2020年度） 令和3年度（2021年度）
期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期
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広島駅南口広場レイアウト

1.　�目的 利用者の利便性向上の観点に立った公共交通ネットワークの形成を図るとともに、広島

駅周辺地区で進めてきた都市機能強化の取組と一体的なまちづくりを推進するため、ＪＲ西

日本及び広島電鉄と連携して、南口広場の再整備、路面電車の駅前大橋ルートや循環ルート

の整備、駅自由通路とつながる歩行者ネットワークの整備に取り組みます。

2.　�事業概要 ⑴ 概要 広島駅南口広場は、バスの降車場が駅と離れＪＲとの乗り継ぎが不便であ

るとともに、ラッシュ時に広場に進入できない路面電車が行列待ちとなっています。また、

待合場所や憩いの場といった賑わい・交流空間が少ないなど様々な課題を抱えています。

さらに、路面電車の広場への進入ルートが迂回しているため、広島駅と紙屋町・八丁堀地区間

の所要時間が長く、路面電車の定時性や速達性の確保が課題となっています。こうした課題

に対応するため、ＪＲ西日本が実施している現広場の自社所有部分上空の立体利用を前提と

した駅ビルの建替え（令和７年 春開業予定）と連携し、路面電車を駅ビルの２階レベルへ高

架で進入させる駅前大橋ルートを整備するとともに、それによって生まれる空間を活かして、

駅周辺に点在するバスの乗降場を集約するなどの広場の再整備を行います。あわせて、広場

を中心に広島駅南口Ａブロック・Ｂブロック・Ｃブロック、及び日本郵便の新ビル方面への

ペデストリアンデッキを設置し、駅自由通路とつながる２階レベルの歩行者ネットワークを

構築します。また、既存路線を活用して市内中心部を環状で結ぶ路面電車の循環ルートを

整備し、沿線地域の利便性の確保や賑わいの創出等を図ります。
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　本基本構想では、整備基本計画において定められた史跡広島城跡整備に関する目標（①広島の歴史を継承し、かつ体験でき
る場 ②広島らしい風景を持つ空間 ③人々に親しまれ、多様な機能を発揮するオープンスペース ④都市観光の拠点の４点。以下
「整備目標」という。）の趣旨や中央公園全体におけるゾーニングの基本的な考え方を踏まえつつ、整備基本計画に基づく取組
の進捗状況やその後の状況変化等も勘案し、今後当面の取組の指針となる基本的な考え方（コンセプト）を次のとおり設定する
ものである。 

　広島城への来訪者は増加傾向にあるものの、整備基本計画において三の丸に整備することとされている飲食・物販施設や
観光案内所などの便益施設はこれまで十分に整備されておらず、観光客・市民を対象としたニーズ調査や企業を対象とした
サウンディング調査でも三の丸に求める施設として上位を占めている。広島城をじっくり見て回ってもらい、また広島観光の
ネットワーク拠点として位置付ける上でも、これらの機能を中心に導入を図り、広島城への来訪者の「おもてなし拠点」を
目指す。

観光バス駐車場の移転 三の丸への新たな機能導入に必要な
事業用地を確保するため、三の丸に立地する観光バス駐車場
の中央バレーボール場への移転に向けて検討する。

三の丸（広島城への来訪者のおもてなし拠点）に関する基本的な考え方（コンセプト）

天守閣の耐震対策及び三の丸への機能導入については、令和６年（2024年）を目指し、以下のスケジュールで事業を推進する。
　●�令和２年度（2020年度）・広島城基本構想の策定・天守閣：耐震改修又は木造再建の方向性の決定、補強立案（耐震改修

の場合）・三の丸：三の丸整備基本計画の策定等 。
　●�令和３年度（2021年度）～令和５年度（2023年度）・天守閣：実施設計・工事（耐震改修の場合）・三の丸：事業者選定、

設計・工事、開業準備 バス駐車場の移設、開業（三の丸の整備に影響が出ないよう先行して開業）。
※尚、投稿資料は抜粋資料のため詳しくは広島市ホームページなどで確認してください。

広島城基本構想
広島城全体に関する基本的な考え方（コンセプト）

① 重層的な歴史性を基本とした魅力づくり （広島城内の回遊性向上）
② 来訪者目線に立った公園運営 
③ 広島観光のネットワーク拠点 （広島城内外の回遊性向上）

【基本的な考え方（コンセプト）】

今後のスケジュール
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らうことで、天守閣や二の丸復元建物に来訪者を誘導できるよう、天守

閣や二の丸復元建物の展示構成等を踏まえつつ、空調等の展示環境にも

配慮した展示空間づくりを検討する。併せて、収蔵資料等を適切に保存

管理するため、収蔵庫など必要な諸室の整備も検討する。 

  ④ 観光案内所 

    広島城の見どころや周辺の観光スポット等の情報をワンストップで入

手できる観光案内所の設置を検討する。 

  ⑤ バス乗降場 

    三の丸へのアクセス改善及びにぎわい施設の利用者の利便性向上のた

め、バス乗降場の設置を検討する。 

 

なお、これらの機能の導入に当たっては、水堀と天守閣を背景とした

ロケーションを活かすことや、例えば江戸時代風の意匠とするなど歴史

的深みのある空間づくりの観点にも留意する。 
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○三の丸への機能導入のイメージ図 

（※あくまでイメージ例であり、具体的なゾーニング等は今後検討予定） 
 

 

⑶ スタジアム及び中央公園広場等における賑わい機能等との調整 

   今後予定する具体的な施設整備計画（以下「三の丸整備基本計画」とい

う。）の立案等に当たっては、スタジアム建設、中央公園広場整備及び旧

広島市民球場跡地整備等、中央公園の他の事業で検討されている賑わい機

能等との機能面の役割分担の観点にも留意しながら、連携・調整を図る。 

三の丸への機能導入のイメージ図
※あくまでイメージ例であり、具体的なゾーニング等は今後検討予定。
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